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【技術の概要】 

  本技術は、木造軸組構法建物の柱・梁接合部

（仕口部）に三角形状をした粘弾性ダンパー（以

下、仕口ダンパー）を取り付け、接合部の補強

及び建物の耐震性を向上させるものである。仕

口ダンパーの取り付けによる耐震補強効果は定

量的に評価することができる。また、製作方法、

施工方法、維持管理等の施工指針についても取

りまとめている。 

【技術開発の趣旨】 

  過去の被害地震において、木造軸組構法建物

は仕口部の変形が大きくなり大破や倒壊に至っ

た事例が多くあった。仕口ダンパーは、仕口部

分を補強し、かつ、建物の内部減衰を増大させ

る目的で開発された。さらに、既往の研究実験

等に基づき、木造建物の耐震性能及び仕口ダン

パーによる補強効果を定量的に評価する方法論

を提示した。 

【性能証明の内容】 

  本技術について性能の検討を行った結果は、

以下の通りである。 

1.仕口ダンパーの単体性能 

仕口ダンパー単体が経年後を含めて減衰装置

として一定の性能を有する。また、安定した性

能を有し、これを維持することができる製作方

法、品質管理方法、維持管理方法である。 

2.耐震補強効果（地震時水平変形抑制効果） 

仕口ダンパー取り付けにより、地震や強風等

の外乱に対して、木造軸組に変形抑制効果を付

与できる。 

3.耐震補強効果の定量的検証法の妥当性 

単体性能実験を基にした仕口ダンパーの復元

力特性の設定方法、仕口ダンパーを取り付けた

木造軸組の 3 種類の耐震補強効果検証法（準動

的評価法、質点系応答解析評価法、立体弾塑性

応答解析評価法）の定量的検証法が妥当である。 

4.仕口ダンパーの取り付け施工性 

仕口ダンパーは、軽量・コンパクトで、柱・

梁接合部に容易に取り付けできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


